
１．主題構成表 

  主題名「よりよい社会を目指して」（中学校・第二学年） 資料名「住みよい社会に」（編集委員会） 

 

 

 

■ 内容項目 Ｃ（１２） 

 「社会参画，公共の精神」 

 社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め，

公共の精神をもって，よりよい社会の実現

に努めること。 

 

 

■価値の分析 

・平和で民主的な社会

を築くためには，社

会を構成する一人一

人が社会生活におい

て，共に手を携え，

協力し，互いに安心

して生活できる社会

を創っていこうとす

ることが求められ

る。このことを自覚

することから，自分

たちが社会の一員と

してよりよい社会の

実現の為に能動的に

行動し，貢献する意

識を育んでいくこと

の重要性に気づくこ

とが出来る。 

■ 資料の分析 

・本資料は，防犯カメラによって，犯罪やマ

ナー違反行為が抑止されていることに関

わる新聞記事を取り上げ，監視することに

よって直接的に罰することが出来ること

より，見られている意識によって，マナー

の向上が見込める，という趣旨の話が展開

されている。 

・マナーがカメラによって監視されているこ

とを考え，よりよい社会の実現には社会連

帯の自覚や公共の精神が必要であること

に気付かせる。 

■ 内容項目から見た生徒の実態（意識） 

・委員会や係の仕事について意欲的に取り組

むことは出来るが，自ら考えたことを実行

したり，周囲に伝えたりする力は弱い。 

・笑ってごまかしたり，自分の責任でないこ

とを強調するような言い訳をしたりする

ことが多い。  

（要因） 

・自ら動いたことによる成功経験の少なさ。 

・叱られ経験の少なさからくる，叱られるこ

とへの忌避。 

 

■ ねらい 

  マナーがカメラに監視されることについて話し合い，社会連帯の自覚を高め，公共の精神をもって，よりよい社会の実現

に努める態度を高める。また，一つのコミュニティの中で，相互に理解を深め，信頼関係を築く中でよりよい社会の実現が成

される事を理解させる。 

 

 

 

 

 

■ 展開の構想 

・カメラによって防がれる犯罪やマナー違反について取

り上げ，肯定的な感覚を持たせるようにする。 

・自分たちの生活の中にカメラを入れることを想定さ

せ，それに対する感覚を問う中で，よりリアルに自分

たちのマナーが防犯カメラによって監視されること

について考える。 

・カメラがあってもなくても，自らの意思で社会に貢献

するための行動を起こすことができる，ということが

重要であることに気付けるようにする。 

 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○「住みよい社会」とはどのような社会だと思いますか。 

 

○一般社会において，防犯カメラや車載カメラなどで監視

されることをどう思いますか。 

 

○学級に防犯カメラを設置することをどう思いますか。 

 

◎「住みよい社会」とはどのような社会だと思いますか。 



 

２．本時の展開 

 

 基本発問と予想される生徒の反応 指導・援助 

 

導

入 

○「住みよい社会」とはどのような社会だと思いますか。 

・安心して生活することが出来る。 

・事故がない 

・犯罪がない 

・争いがない など 

 

・数人の生徒の意見を聞き，漠然

としたイメージしか持てないこ

とを自覚させる。 

 

 

展

開

前

段 

◇資料提示をし，ＣＤで範読する。（５分１０秒） 

○一般社会において，防犯カメラや車載カメラなどで監視され

ることをどう思いますか。（円グラフの活用）賛成 or 反対 

プリントへの記入 

・安心して生活できる。 

・犯罪が減るので良い。 

・いざという時に役に立つ。 

・全部録画されているのは少し嫌。 

・範読後，自分の考えをまとめる

ための補助として円グラフを

活用し，「賛成」「反対」の度合

いを問う。 

・幅広い考えを拾いすぎると収拾

が付かなくなるので，この話題

では広げすぎない。 

 

 

 

 

 

 

展

開

後

段 

○学級に防犯カメラを設置することをどう思いますか。 

 （円グラフの活用）賛成 or 反対 

プリントへの記入 → 班交流 

・信頼されていない気がする。 

・ずっと見られているのは不愉快。 

・あると落ち着かない。 

・いざというときには役に立つ。 

・クラス内のトラブルが減る。 

→学級も社会の一つと考えると，より良い学級を作ることは 

 よりよい社会を作ることにつながる。 

 

◎「住みよい社会」にするにはどうすれば良いと思いますか。 

 班交流（ホワイトボードにまとめる）→ 学級交流 

・お互いに理解し合う。 

・声を掛け合って，行動をする。 

・思いやりの心をもつ。 

 

・円グラフの反対が増える生徒が

ほとんどであると思われるの

で，その理由を考えさせたい。 

・「賛成」「反対」の理由を丁寧に

拾い出し，学級という一つの

「社会」と，外の「社会」を関

連付けて捉えられるようにす

る。 

・クラスの中の「安心」と社会の

中の「安心」を関連付けて考え，

「自ら率先して行動する」「コ

ミュニティの全員が社会貢献

をしようという意識を持つ」こ

とで，住みよい社会が創られる

ことに気付かせる。 

 

 

 

 

終

末 

◇プリントに今日の道徳の感想を書かせ，感想交流 

 

◇担任の説話 

・この学級は社会の一部であり，この学級の中における「住み

よい社会」は外の社会の中における「住みよい社会」につな

がっている。こうした道徳の時間にみんなで様々な考えを

「伝えあい」，共に考えるような活動を積み重ねていき，よ

り良い学級をみんなで作っていくことが将来の自分たちの

社会での動き方の礎になる。 

 

・感想交流は数人あてて発表させ

る程度にとどめる。 

 

・評価の観点 

よりよい社会の実現の為に自

分が出来ることを考えている。 

（ワークシート） 

 


